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な
6

と 

云
/
.

^̂

第
七
窠
跋.f

T

八
七
四—

九
六
年
の
物
價
下 

落|
：

を
論̂

V

る
？
の
に
し

V
、
.

こ
の
滕
期
に
於

V

ば
獨 

米
兩
國
に
於
け
る
金
貨
本
位
制
樹
立
の

*

め

に

金

の

‘需
へ 

喪
は
增
加
せ
し
名
、
金
の
供
給
は
却

V

減
少
'
せ
6

、
然 

る
に.：一
方
生
產
は
願
る
發
達
し
取
引
は
益
々
世

^
s

i
 

な
6

y

货

幣

，
の

需

要

®

加
し
^
る
を
以
て
通
貨
の
相
對

.

.的
不
足
の*

め
に
物
價
は
下
落
せ6

と

述

べ

、

.諸

國

に 

於
け
る
生
產
業
の
發
達
を
論
匕
、
分
配

1
4

言
及
し
て
物 

憤
下
落
の
^
め
に
實
際
勞
龈
の
增
加
せ
る
こ
と
尬
に
勞 

働
組
合

'

の.

普
及
せ
る
こ
と
を
指
摘
せ6

。
右
の
物
價
縢 

费
は
通
貨
の
不
足
に
基
け
る
：

J
P

の
な
る

k

以
て
、
金

の.  

外
に
銀
を
％
本
位
货
幣
と
せ
ば
以

<
 

乙
の
不
景
氣
を
救 

濟
す
る
t
と
を
得
ぺ
し
と
の
钹
本
位
論
者
の
出
現
を
見
；
一
 

艽
る.

次
第
な
る
、

S
、

箸
菩
は
祓
本
位®

度
に

#

喪

な

る
. 

_

國
際
'®

協
定
の
實
行
不
可
能
な
る
乙
と
、
取
引

の

增

加

I

 

す
る
に
從
て
銀
の
便
利
は.

a

々
減
少
ず
ゐ
こ
と
Mヽ

の 

本
位
货
幣
记
る
の
資
将
を
餘
き
把
る
が
^
め
に
物
價
下 

.落
す
と
云
ふ
名
そ
は
第
一
一
次
的
の
影

«

に
過
ぎ
次
る
こ
ノ

 

と
を
指
摘
し
最
後
に『

抑
1

钹
本
位
論
》
物
價
の
下
落
せ 

次
る
を
苽
と
す
と
の
前
提
の
上
に
立
<
る
名
の
に
し
て 

菩
人
の
見
解
と
相
反
ず
、
现
今
，金
は
多
き
に
過

f

、
祓

\

 

本
位
諭
の
如
き
、
..

今
や
單U

學

問

上

の

生
#*
あ

る

に

過
 

ぎ
ぎ
る
な6』

と
論
匕
去
れ6

。
第
八
韋
、
題
し
て

『

一
 

働八九六

I

一
 

九
.I

〇
年

の

物

價

響J

と
沄
ふ
。t

の

批
評
と
紹
介

'  

■

期
間
、
好

霞

棄

氣

：の

連

績

皇
b 

V

物
價
舣S

的
に
上
騰
の
傾
向
を
示
し
长
る
は
金
の
生
產
增
加
と
關 

係
あ
る̂̂

の

に

し

て

：
、

世

界

に

於

け

：
る

余

の

^
§

高

は
 

ー.
八
九
五
年
當
滕
に
比
ず
る
と
き
は
そ
：の
後
五
割
の
增 

如
を
，來
じ
、
印
與
英
獨
米
の
諸
國
に
吸
收
せ
ら
れ

#

if
f
 

貨
幣
名
增
加
しv
ll
b.

界
に
，於
け
る
購
賈
カ
の
增
加
し
杧 

る
於̂

：§
lc

物
價
は
騰
貴
せ
し
な
6

と
云
ふ
。
生
產
の 

狀
態
i

諸•
國
fc

於
げ
を
物
價
騰
貴
の
比
較
硏
究
と
を
な 

し
^

る
後
、'
分
配
に
言
及
：し
勞
5

^
級
の
梢
费
に
係
る 

貨
物
の
代
價
は
騰
貴
す
，る

.

こ
と
少
ー
な
.
於

ろ

し

名

货
 

銀
0

增
加
遲
緩
な
な
し
を
以
.V

實
際
勞
銀
は
減
少
せ
し 

.

於
、
勞
働
胂
間0

短

線

あ

纟

て

，
幾

分

之

を

相

殺

し

セ

6
 

i

述
べ
、

こ
の
實
際
勞
銀
の
減
^

^

知_

の
普
及i

は 

勞
働
社
會
の
不
安
の
根
底
に
横
は
れ
る

S
P

の
な
6
1C
結 

び1

九1

一
年
の
物
價}1
貴
は
商
業
上
の
周
期
の
頂
上 

に
近
き
把
る
と
大
旱
魅
あ

o

し
と
に
よ
る
；
の
な
，

c
s

と 

の
補
論
を
添
べ̂
6

。

_

第
九
奪
眞
摘
要
及
ぴ
結
論

』

を
載
す
。.§

S

M

_

:

バ
 

i

r



'.

批
■.

評.
厶
紹
介.

*

0 -
f A

i
/ E

.原 
K

>

概
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#
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關
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杧
就V

は
長
期
を
取

6
 V

見
る
と
登
ほ
後

#

は
前
者
の 

如
何
^

上
る
よ
6.

ヴ

寧

ろ

及

.̂

敎
宵
.
の.
雑
步
.
如
^
ノ
 

に
よ
る
こ
と
め
多
き
こ
と
、
物

€

と
分
酿
ぇ
の
關
係

u

 

\

 

就
て
は
物
«

の

の

み

於

者

.
の
分
酣
狀
態
を

\

 

«

む
石
名
の
に
あ
ら
次
る
，名
、
他
の
變
化
な
し

.
i
す

.る 

と
き
は
物
價
下
落
は
勞
働
者
に
と
つ
て
利
あ
る
乙
と
、

I  

«/
«

の
變
動
は1/

般
的
變»

よ-
^P
相
對
的
變»

こ
：そ 

實
際
社
會
に
と
り<

重
喪
.̂

る
こ
：と
、
並
に
國
利
民
1|j 

は.
物
'#
の
如
何
に
よ
る
？
の
'1C
«

ぁ
ら
ざ
れ

ど

名

猶

そ| 

の
增
備
難
物
：價
於
不
變
な
，る
，か
叉

&
#

し
く
«
落
に
向 

ふ
：場
合
に
最
名
速
な
る
こ

.-.
C
を
述
べ
、
さ

て

目

今

の

物

| 

價
響
を
救
濟
す
る
の
策
如
何
を
論
b
 V，

結
論
と.
な
せ：

\

 

6

、
日
く
、
そ
の
方
法
と
し
て
は: :)

ジH.

1/
ォ
ン
ス
の 

M

表
本
#

制
if-
-
始
め
と
し
てa

々
な
.る̂

を
以
て
場
B
 

j 

せ
ら
れ
セ
る
所
に
從
冒

、.
指
數
を
用
ひV、

長
期
の
契 

約
を
制
禦
し
以
て
所
得
を
現
在
よ
ろ
名
一
層
速

..

に
物
|以 

に
適
應.

せ
- L

む
■

る
の̂
案
に
出
づ
る
か
叉f t(

二)

プ
ィ
ツ

§

_
 

,

シ
ャー

の
主
張
に
像.る
/;
>

の
，#

國
協̂

し
で
.金
货
を
し 

V

A

爲
的
價
値
を
：保
持
せ
し
む
る
の
粱
に
出
づ
る
の
外 

な
し
、
.

雨
者
共
に
多
少
の
短
所
は
あ
る
名
、
.
金
の
生
產 

に
し
て
減
少
す
る
乙
と
贫
き
限
ゲ
、
是
等
兩
案
は

®

際
：
 

上

の

：
靈

な

し
i

云
ふ.
ペ
如
ら
梦
と。

.

'.

本
論
は
右
にV

終
#

6

、.

殘
る
所e

p

と
學
術
的 

議
論
i

を

載

せ
fc.

る
附
錄A

乃
；金.
ド
、

最
な
ろ..

、

M

 

叉
简
單
，
p

i

i*

せ
む
。
附
鐵A
B

f

物
價
指
數
に
就
で

』

 

と
®

ず
、
第
三
漳
の«
^

に
し
て.
指

數

の

作

方

を®
 

ベ
、
».

物
の
重
要0:
«

を
斟
酌
す
る
所
謂

v
v
e
ig
h
t
i

月 

S
y
s
t
e
m

 

と
，之
を»

酌.
せ
^
る U

n
w
e
lg
h
tin
s
*

 's
y
s
t
e
m
' 

と
を
比
較
し
て
充
分
に
多
興
の
货
物
を
採
る
示
す
こ
と 

と
き
はf

 
:期

即
0

<
は
後
者
は
拍
確
な
る
結
果
を 

を_

べ
、_

入
，せ
る
指
數
表
の
說
明
を
5

せ
6

。

刚
錄
B,

は
『

世
界
に
於
け
る
金
の
生
產
に
就
て

』

と
®
 

し

て

.
、採
金
翁
の-
進步雜に、金
生
產
の
將
來
對
す 

る
豫
測
を
述
べ
、
附
錄
0

は『

物
惯
の
循
環
運
勸

』

i
 

題
：し<

物
價
論
を
試
む0

臼
く
、
勞
銀
の
增
加
‘は
圆
を

205

周.
る.
二
糖
壞
運
動
；
ly
l

しV
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•一
 

度
之
を'
引
き
卜
；ぐ
る̂P
W
 

な
べ
坪
び
之
於
引
上
げ
を
必
要
と
す
る

P

至
：る
ベ!,
と 

_

論
梦
'
る
ぢ
の'
ぁ
る
名/;
>

、

る
運
*

は
通
货
のS

由.
に

膨
ノ
 

■服
す
る.
こ
と
を
必
要
と
し
！！

1
|
つ
富.
，の
分
酿.
は
一
1
疋

し

て

.一 

動
か
す'ベ
か
ら
ぎ
る

名

の
な
l
o

i

の
ft
^
/b

に
立
つ
、
而
一 

しV

 
.
乙
の
假
定
は
短
含
邦
間
に
就
<
■
».

全
然
當
て.
射

ま

\ 

ら
步
しV

、

大
な
る
所
得
を
得
名
：階
級
は
小
な
る
所

.

得
r 

の
階
級.
の
刺
益
を
害
し
て
自
己
の
利
益
を
增
加
す
る
ぢ

.

の
な-c

s
i  

o
 

*
t%

«

D

は『

货
幣
統t

に
就.

て』

i

題
し
て
一 

各
國
：に
於
け
る
通
货
、
預
金
、
中
爽
銀
抵
の
準
備
金
並

\ 

に
割
引
步
合
金
塊
の«

出
入
等
笮
關
す
る
十
一
箇
の
統
一 

社
を 

f

<

±

'/-

a

n )
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f

* i
l

i

、
附
錄

E

は
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生
産
の 

5
^

言』

10.題
しv
i l
產
物
及
び
鑛
產
物
の
生
產
及
び
消

| 

費.
^
關
す
る
統
計
を«

せ
杞
ん
。
而

し

て

最

後

の

附

錄

| 

K®
tt『

勞
働
奔
階
級
の
發
達
を
®

明
す
'
る
諸
統
針』
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題

しV

货
幣
务
銀
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實
際
勞
銀..\

失
業
、
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び
失
業
を
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g
ig

せ

る

實

馨

銀

の

稭

數

表

ふ

、

.

之
を
汕
線
に
表
は
 

せ
.̂

を
の
と
、

一
人
當
ク
の
货
：物
^

^

^
と
、
勞
艱
支 

.批
評
と
紹
介
：

'湖
古E

と
、
人
ロ
と̂

關
す.

る
’
統̂

^

を
4
^

げ̂
~

^
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右
に
，て
物
價
論
：の
頁
は
盡
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き
た
り
、

3

れ
ど
箸
者
， 
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常
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に
分
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•
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ベ◊

る
«

念
を
頭
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き
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饑
論
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進
め
、
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